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白
石
蔵
王
駅
で

癖難祝賀

隔
　
、
，
沸

会
（
会
長
関
谷
宗
一
白
石
市
長
）
で

は
　
　
　
　
　
に
お
い
て
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〉
白
石
蔵
，
王
駅

式
典

式
典
は
、
白
石
蔵
王
駅
で
行
な
わ
　
　
メ
ッ
セ
ー
ジ

れ
白
石
市
ほ
か
一
市
七
町
か
ら
約
五
　
　
交
換
使
節
団
派
遣

○
○
名
の
関
係
者
が
招
待
さ
れ
東
北
　
　
宮
城
県
の
北
部
に
お
け
る
中
核
都

新
幹
線
の
開
業
を
お
祝
い
し
ま
す
。
　
市
古
川
市
と
市
木
（
白
石
市
は
「
や

　
　
　
　
　
　
ま
ぶ
き
」
）
の
交
換
な
ど
を
行
い
ま
す
。

乗
降
客
に
記
念
晶
贈
呈

　
　
　
　
　
　
　
ミ
ス
札
幌
の
白
石
招
待

当
日
の
乗
降
客
約
五
〇
〇
人
に
は
、

地
元
産
「
う
ー
め
ん
」
　
「
こ
け
し
」
　
　
白
．
石
市
レ
」
親
交
の
あ
る
北
海
道
札

方
は
　
次
に
よ
り
お
申
込
み
く
だ
さ

一
、
市
内
行
政
区
長
あ
て
六
月
十
日

　
ま
で
申
込
す
る
こ
と
。

二
、
頒
布
価
格
　
一
個
　
千
円
。

三
、
発
行
個
数
は
五
、
○
○
○
個
（
限

　
定
）
で
す
。

▽
記
念
メ
ダ
ル
は
表
が
「
白
石
蔵
王

－
東
京
」
の
切
符
、
裏
が
蔵
王
と

こ
け
し
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
純
銅
製
、

横
八
セ
ン
チ
、
縦
四
セ
ン
チ
、
厚

さ
五
ミ
リ
の
左
絵
図
で
す
。

1北新幹線開業記念

蔵ヨ三→東京　讐
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新幹線停車駅
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白石蔵王

福　島

郡山
新白河

那須塩原

宇都宮

小　山

大宮

リ
レ
ー
号
署

新
幹
線
注
』

▼白石蔵王駅を仙台に向けて走る新幹線車両
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、
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尋
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です

参加しよう

県民防災の日12日月

自主防災訓練

午前9時30分、一斉にサイレン

総
合
防
災
訓
練

｝
市
で
は
、
六
月
＋
二
日
の
「
県
民

一
防
災
の
日
」
に
今
後
の
大
規
模
地
震

榊↓
災
害
の
発
生
に
備
え
、
防
災
関
係
機

…
関
と
地
域
住
民
が
一
体
と
な
っ
て
適

“
　
　
　
　
　
砿

↓
確
な
応
急
対
策
を
実
施
す
る
体
制
を

榊
確
立
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
訓
練
を

榊榊
通
じ
て
市
民
の
防
災
意
識
の
高
揚
を

咽
図
る
目
的
に
総
合
防
災
訓
練
を
行
い

榊
ま
す
。
そ
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で

　
｝
す
。

桶
　
「
昭
和
五
十
七
年
六
月
十
二
日
午

桝榊
前
九
時
三
十
分
ご
ろ
、
宮
城
県
沖
を

　
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
・

寿
山
団
地
で
主
訓
練

五
と
推
定
さ
れ
る
大
規
模
な
地
震
が

発
生
」
と
の
災
害
想
定
に
よ
り
行
い

ま
す
。

　
訓
練
場
所
は
、
市
内
三
十
四
の
小

・
中
学
校
・
幼
稚
園
・
保
育
園
で
一

斉
に
行
わ
れ
ま
す
。
特
に
今
年
は
、

寿
山
団
地
を
重
点
と
し
て
住
民
の
避

難
訓
練
、
け
が
人
の
救
助
、
ハ
ウ
ゴ

車
が
出
動
し
て
の
消
火
訓
練
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
電
話
・
電
力
・
ガ
ス
・
水

道
施
設
な
ど
の
応
急
復
旧
訓
練
が
行

な
わ
れ
ま
す
。

一

いざというときのために

淵
、

　　　　　　　　　榊　　　　　　　　榊　　　　　　　→　　　　　　　ゆ　　　　　　桝　　　　　榊　　　一　　仲　“脳

〈
昨
年
第
一
小
学
校
で
行
な
わ
れ
た
救
出
訓
練

苧
、

噸
、
鰻
黙
　
鰯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
撫

醗
、
慨

、
免　

㌶
　
贈

饗
｝

帝
酉
、

陀
　
－

覧

　
　
鑛

’
盗
鞭
　
騨

犠
馨

金
？

　来る6月20日を中心に、　r小さな親切」運動本部は赴日本列島クリーン大作戦ミを計画しています。

　当市においても8月に行われる第8回日本ジャンボリーを支援するため町内会や各団体をはじめ市民一人一人

がrわが町を美しく」を合雷葉に6月20日の日にクリーン作戦を実施して下さい。この作戦では逆に捨てられ

るチラシは配らない方針ですのでご承知ください。

　みんなでrわが町を美しく」空き缶などのゴミを一掃し、市民の明るい手をつなぐ運動としてぜひご参加をお

願いします。
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9
シ
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目

k
　
　
ち
・
U
ら

　
　
　
，
「
鯉
ハ
ー

亡
〆
♂
多

際
9

6
認
マ
ヘ
．
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〃
民
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6月1日～7日
　水道週間

4

市
政
の
功
労
者
を
礼
遇

　
白
石
市
で
は
、
こ
の
ほ
ど
「
特
別

職
の
職
に
あ
っ
た
者
の
礼
遇
に
関
す

る
条
例
」
を
制
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
昭
和
二
十
九
年
四
月
の
市

制
施
行
以
来
、
市
の
特
別
職
に
あ
っ

た
方
々
を
礼
遇
者
と
し
て
名
簿
に
登

録
し
功
労
に
報
い
る
と
い
う
内
容
で

す
。

　
市
は
こ
の
条
例
に
基
づ
き
該
当
す

る
方
々
の
推
戴
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
推
戴
式
で
は
、
関
谷
市
長
よ
り
各

礼
遇
者
に
対
し
推
戴
状
と
記
章
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
礼
遇
者
と
は

一
、
市
長
の
職
に
あ
っ
た
者

二
、
市
議
会
議
長
の
職
に
あ
っ
た
者

三
、
八
年
以
上
市
議
会
議
員
の
職
に

　
　
あ
っ
た
者

四
、
八
年
以
上
助
役
ま
た
は
収
入
役

　
　
に
あ
っ
た
者

　
礼
遇
の
範
囲

　
市
の
主
催
す
る
重
要
な
式
典
に
ご

列
席
い
た
だ
く
こ
と
や
、
市
政
に
関

す
る
重
要
な
刊
行
物
を
お
届
け
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

関谷市長から鈴木前市長へ推戴状を

（S57年4月30日推戴）白石市礼遇者名簿

該当条項所住名氏番号

1白石市字南寺前29鈴　　木　孝一郎1

2〃　福岡蔵本字堂形87太　宰　虎太郎2

2〃　大平森合字沢ノ前43の1登沢黒3

2

3

〃　福岡八宮字杉ノ下北1g

〃　臼川犬卒都婆字小松方尻8の3

大野彦七郎4

小　野　恭次郎5

3〃　越河字町屋敷86後藤林平6

3〃　大平中目字舘前22の1

3〃　福岡深谷字酒生内15
小関忠男
熊谷福次

7

8

3〃　字本町97

3〃　鷹巣字和貢3

菅　野　新之輔

菊地忠四郎

9
10

3〃　越河平字中在家19稔佐藤11

3〃　福岡深谷字上高野65佐藤常三郎12

3〃　小原字塩倉53境野有一13

3〃　福岡字袋字鹿ノ屋敷6　長袋渋谷文造14

3〃　字南寺前32亨鈴　木15

3〃　大平中目字斎原51高橋永雄16

3〃　小原字大熊55智橋高17

3〃　大鷹沢三沢字坂端20の2三沢正美
18

3〃　大鷹沢三沢字五丁目86大野19

4〃　字亘理町36の1管野長蔵20

5



住
居
表
示
シ
リ
ー
ズ
②

　
市
は
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
住
居
表
示
整
備
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
今
月
号
で
は
住
居
表
示
の
方
法
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

◇
住
居
表
示
の
方
法

　
住
居
表
示
の
方
法
に
は
、
街
区
方

式
と
道
路
方
式
の
二
通
り
の
方
法
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
二
通
り
の
方
式
を

定
め
た
の
は
、
各
市
町
村
の
市
街
地

の
形
態
に
応
じ
て
そ
の
地
域
に
適
し

た
方
式
に
よ
り
住
居
表
示
を
実
施
で

き
る
よ
う
に
す
る
た
め
で
す
。

　
衛
区
方
式
に
よ
る
住
居
表
示
と
は
、

「
白
石
市
定
桜
小
路
」
の
よ
う
に
、

符号
一二町2番

区街

4圃
「

2

市の中心

ヨ托藺

［

町
名
ま
た
は
字
名
の
名
称
を
使
用
い

た
し
、
街
区
符
号
（
町
ま
た
は
字
の

区
域
を
道
路
や
鉄
道
、
河
川
な
．
ど
に

よ
り
区
画
さ
れ
た
地
域
に
住
居
表
示

の
た
め
街
区
に
つ
け
ら
れ
る
符
号
）

並
び
に
住
居
番
号
（
街
区
内
に
あ
る

建
物
そ
の
他
の
工
作
物
に
つ
け
ら
れ

る
住
居
表
示
の
た
め
の
番
号
）
を
も

っ
て
表
示
す
る
方
法
で
す
。
こ
の
方

式
は
、
日
本
の
都
市
形
態
の
現
状
や

市
民
生
活
の
実
態
か
ら
み
て
適
し
て

い
ま
す
。

　
道
路
方
式
に
ょ
る
住
居
表
示
と
は
、

市
町
村
内
の
道
路
に
名
称
を
つ
け
て

行
わ
れ
ま
す
。
例
と
し
て
、
道
路
に

　　切

　　　一・一新町界　□街区符号

住　居　番　号

市の中心
蒐＼　（　○（⊃町，2番3号　　r、’

「
中
央
通
り
」
　
「
昭
和
通
り
」
な
ど

住
居
表
示
の
た
め
に
各
道
路
に
名
称

が
つ
け
ら
れ
ま
す
。
そ
の
道
路
に
接

す
る
建
物
や
そ
の
他
に
つ
け
ら
れ
る

住
居
番
号
を
も
っ
て
表
示
す
る
方
法

で
す
。
こ
の
方
式
は
、
主
に
ア
メ
リ

カ
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
で
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
わ
た
し
た
ち
の
市
で
は
、
先
の
市

議
会
に
お
い
て
街
区
方
式
の
方
法
が

決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
十
年
の
年
次
計
画
に
よ
り
白
石
旧

町
内
、
大
鷹
沢
の
一
部
、
福
岡
の
一

部
、
大
平
の
一
部
を
街
区
方
式
に
て

実
施
い
た
し
ま
す
の
で
市
民
の
皆
さ

ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
お
忘
れ
な
く

児
童
手
当
現
況
届
の
提
出

　
児
童
手
当
は
、
義
務
教
育
終
了
前
　
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

の
児
童
を
含
む
十
八
歳
未
満
の
子
ど
　
　
（
現
況
届
に
つ
い
て
は
、
該
当
者
に

も
三
人
以
上
を
養
育
し
て
い
る
方
に
　
通
知
い
た
し
ま
す
）
。

支
給
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
支
給
要
，
児
童
手
当
は
、
六
月
、
十
月
、
二

件
該
当
者
で
あ
っ
て
も
手
続
き
を
し
　
月
の
三
回
に
分
け
て
、
前
四
ヵ
月
分

な
い
と
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
　
　
　
　
を
ま
と
め
て
銀
行
振
込
み
で
支
給
さ

〈
現
況
届
の
提
出
〉
　
　
　
　
　
　
　
れ
ま
す
。

　
児
童
手
当
を
引
き
続
い
て
受
給
さ
　
　
く
わ
し
く
は
、
市
民
課
（
内
線
一

れ
る
た
め
に
、
毎
年
一
回
現
況
届
を
　
三
一
）
へ
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

出
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
年
　
※
持
参
す
る
も
の

は
、
左
記
の
日
程
に
よ
り
各
地
区
に
　
　
①
通
知
書
，
（
ハ
ガ
キ
）
　
②
印
鑑

お
い
て
受
付
け
い
た
し
ま
す
。
こ
の
　
　
③
加
入
し
て
い
る
年
金
手
帳

現
況
届
を
出
さ
な
い
場
合
、
次
の
支
　
　
④
預
金
通
帳
（
受
給
者
名
儀
の
も

払
分
よ
り
児
童
手
当
が
受
け
ら
れ
な
　
　
　
の
）

6

□
q
）8

3

⑥
　
⑦
⑧
　
⑨

⑤③④①②起点

ロ
回
　
⑩

　
　
　
　
　
⑪

lbV自

　　2
囲甲

⑱
⑰
⑯
　
⑮

1

　）5回住居番号

　7∪　　’r
一一新町界　　図街区符号

③基礎番号

場所
越河公

民館
斎川公

民館
大平公

民館
大鷹沢

公民館

臼川公

民館
小原公

民館
福岡公

民館

問

表●
時

程

月日

　●日

行政区地区名

9：00～15：006月17日区全河越

9：00～15：006月18日〃斎111

9　：00～15：006月21日〃大平

9：00～15：006月22日ウ大曜沢

9100～15：006月23日〃自　liI

9：00～15：006月24日〃原
ノ』

9：00～15：006月25日

市役所

市民課
9　：00～15：006月28日

滝上、滝下除く全
区

滝上、滝下、南町、

田町、本町、中町、

長町、亘理町、短
ヶ町、新町、西益
岡、中益岡、東益岡

福　岡

福岡
白石

〃9：00－15：006月29日

、
本
本
上
倉

町
　
　
　
　
下

寿
L
＆
黙
小

瓢
柳
盈

ヤ
　
　
　
　
　
　
ヌ
　

加
鳳
臥
瓜
臥

清
柳
郷
郷
郡

自石

〈国保シリーズ①＞

国保税納めて安心

わが家の健康

国
保
は
、
み
ん
な
が
出
し
合
っ
た
購

㎜
茎
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
．

　
　
み
ん
な
が
使
う
医
療
費
は
国
保
税

㎜
滞
納
が
続
け
ば
国
保
の
他
の
加
奢
㎜

溝
羅
蟹
撒
裂
皿

脚
減
ら
さ
れ
る
な
ど
み
ん
な
に
迷
惑
を

㎜
搬
盤
糞
驚
黛

㎜
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
水
道
工
事
に
ご
協
力
を

　
　
今
日
わ
た
し
た
ち
が
健
康
で
快
適

㎜
な
生
活
を
営
む
た
め
に
、
下
水
道
は

㎜
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
に
な
っ

㎜
て
い
ま
す
．

　
　
市
で
は
、
快
適
な
生
活
環
境
づ
く

㎜
㍊
親
製
鋤
拝
欝
難
針

㎜
進
め
て
い
ま
す
。

　
　
下
水
道
事
業
も
、
今
年
で
八
年
目

㎜
を
迎
え
ま
す
．
そ
こ
で
、
下
水
道
の

㎜
A
7
年
度
の
事
業
内
容
を
、
お
知
ら
せ

　
い
た
し
ま
す
。

　
　
今
年
度
の
枝
線
埋
設
工
事
は
（
各

　
家
庭
に
公
共
桝
を
設
置
す
る
こ
と
）

昨
年
度
に
引
き
続
き
施
行
い
た
し
、

市
道
白
銀
通
り
線
牧
野
網
店
角
か
ら

安
定
所
前
ま
で
と
、
市
道
長
命
線
長

町
商
興
セ
ン
タ
ー
角
か
ら
古
藤
建
具

店
角
ま
で
、
さ
ら
に
市
道
延
命
寺
線

　
旧
朝
日
石
綿
角
か
ら
村
上
板
金
角
ま

　
で
総
延
長
五
七
六
メ
ー
ト
ル
を
開
削

工
事
で
六
月
頃
か
ら
十
二
月
頃
ま
で

施
行
し
ま
す
。

　
　
幹
線
管
渠
工
事
は
六
号
管
線
を
予

定
し
て
お
り
東
北
本
線
の
東
側
郡
山

㎜
地
内
（
旧
種
畜
場
附
近
房
霊
荒

屋
敷
線
内
約
三
百
五
十
メ
ー
ト
ル
の

間
を
推
進
工
法
（
ト
ン
ネ
ル
工
法
）

㎜
で
九
月
頃
か
ら
五
八
年
三
月
末
ま
で

、

施
行
し
ま
す
。

　
い
ず
れ
も
道
路
下
に
埋
設
す
る
た

め
、
歩
行
者
の
安
全
と
沿
線
住
民
の

交
通
を
確
保
し
な
が
ら
工
事
を
す
す

め
ま
す
が
、
市
道
荒
屋
敷
線
に
あ
っ

て
は
道
路
巾
員
が
狭
く
ま
た
面
的
な

整
備
を
す
る
市
道
白
銀
通
り
線
外
二

路
線
は
と
も
に
交
通
量
が
多
い
た
め

工
事
の
特
殊
性
上
、
期
間
中
こ
の
両

地
内
の
道
路
は
交
通
規
制
が
あ
り
ま

す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
、
市
下
水
道
課
（
内

線
二
三
六
）
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ

趨癬疑癖謹

．
厚
ノ



味
自
慢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
－
－
ー
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
け
の
こ
の
重
ね
揚
げ

　
　
　
　
　
　
　
蜀

　
　
　
　
　
　
寵
講
】
（
四
人
分
）
　
　
ふ
る
っ
た
小
霧
一
カ
ッ
プ
を
躯
、
一

　
　
　
　
　
　
久
　
　
　
【
作
り
方
】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④
食
べ
よ
い
大
き
さ
に
切
っ
た
た
け

　
　
　
　
　
　
佐
①
た
け
の
こ
を
七
㎜
厚
さ
に
切
り
、
の
こ
、
そ
の
他
を
盛
り
合
わ
せ
大
根

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
麦
粉
を
ま
ぶ
し
て
ハ
ム
を
は
さ
む
。
　
お
ろ
し
と
好
み
の
天
つ
ゆ
で
い
た
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
卵
と
水
％
カ
ッ
プ
を
よ
く
ま
ぜ
、
　
く
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　、了脚

　
お
米
屋
さ
ん
の
看
板
か
で
き
ま
し
　
　
き
ら
に
、
お
米
屋
さ
ん
の
店
先
に

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
並
べ
ら
れ
て
か
ら
も
、
都
道
府
県
や

　
こ
の
看
板
は
、
消
費
者
の
方
が
安
　
食
糧
事
務
所
の
職
員
が
随
時
お
米
屋

心
し
て
お
米
を
買
え
る
お
米
屋
さ
ん
　
さ
ん
を
回
っ
て
品
質
、
価
格
な
ど
に

の
し
る
し
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
い
て
厳
し
く
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま

　
お
米
は
、
知
事
の
許
可
を
受
け
た
　
す
。
で
す
か
ら
、
こ
う
し
た
正
規
の

業
者
で
な
け
れ
ば
販
売
で
き
な
い
こ
　
ル
ー
ト
で
販
売
さ
れ
る
お
米
は
、
品

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
点
、
こ
　
質
、
価
格
な
ど
の
点
で
、
ま
っ
た
く

の
統
一
看
板
の
あ
る
お
米
屋
さ
ん
で
　
心
配
な
い
わ
け
で
す
。

知事許可販売店

消費生活モニター調査結果

お
米
は

統
、
看
板
の
あ
る
店
で

扮
米
屋
さ
ん
の
看
板
が
で
き
ま
し

は
、
正
規
の
ル
ー
ト
を
通
っ
た
信
用
　
　
看
板
の
大
き
さ
は
、
縦
四
十
セ
ン

の
お
け
る
お
米
が
売
ら
れ
て
い
ま
す
。
　
チ
、
横
四
十
五
セ
ン
チ
で
図
の
よ
う

　
正
規
の
ル
ー
ト
で
販
売
さ
れ
る
お
　
に
、
紺
色
の
地
に
「
お
こ
め
」
の
臼

米
は
、
わ
た
し
た
ち
の
食
卓
に
届
く
　
い
文
字
。
そ
し
て
、
そ
の
左
に
漢
字

ま
で
に
品
質
や
量
目
な
ど
の
検
査
を
　
の
「
米
」
が
、
デ
ザ
イ
ン
文
字
で
書

何
度
も
受
け
ま
す
。
農
家
が
お
米
を
　
か
れ
た
、
分
か
り
や
す
く
親
し
み
や

売
り
渡
す
と
き
、
倉
庫
に
保
管
し
て
　
す
い
看
板
で
す
。

お
い
た
お
米
を
消
費
地
へ
運
送
し
、
　
　
　
“
い
い
一
日
…
…
ス
タ
ー
ト
は
朝

も
う
一
度
倉
庫
へ
入
れ
る
と
き
。
そ
　
ご
は
ん
か
ら
〃
ー
健
康
な
毎
日
の

し
て
、
そ
の
倉
庫
か
ら
出
す
と
き
…
　
た
め
に
も
、
お
米
は
こ
の
看
板
の
お

…
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
店
で
買
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

調査日：昭和57年5月1日　　白石市

品 瀦

1．砂 糖

2．しょう油

3．天ぷら油

4．小　麦　粉

5、食　パ　ン

6．マーガリン

7．牛 乳

タ8
9．　ティッシュペーパー

10，ラ　　　ッ　　ブ

11．灯 油

12．プロパンガス

13．カレーライス

14．理髪料
15．パーマネント料

銘柄　鏡格

上砂糖　　1kg
本醸造（ビ鐸駅霧

1，650g （1．82）

薄力粉　　1kg
並　食　1　斤
カルトン入り　225g

紙容器入り　1，000cα

カルトン入り　　225g

400枚（200組）紙箱入り

幅30cm　長さ20m

184　　（配達料込み）

10nf

並 皿

小学生調髪（洗髪を含む）

ノ
む

力
舎

ト
を

一
ト

ヨ
ン

脇
ン（

セ
ド
び

ル
及

【
）

コ
ト

’最高櫨

300円
525

600

220

140

215

260

378

150

248

1，650

5，200

450

1，300

5，400

最低櫨

275円
260

535

175

108

183

208

254

135

160

1，600

4，800

350

1，200

4，500

平均値

291円
436

562

198

135

190

233

339

141

194

1，614

5，027

392

1，278

4，985

備 脅

（寸評）

上昇品目：天ぷら油、ラップ、灯油、プ

　　　　ロパンガス、理髪料、パーマ

　　　　ネント
下降品目：砂糖、しょう油、小麦粉、マ

　　　　ーガリン、バター、ティッシ

　　　　ュペーパー、カレーライス

横ばい品目：食パン

9

　　　裸足で一斉に水田へ

　　　　　　　　Cトー越河小学校田植え

　農業の基本は稲作にあり、その楽しさ、喜びを体験

しようと越河小学校（白幡俊朗校長）の5、6年生の

児童68人が5月18日、学校近くの水田で田植えを行い

ました。水田3アールは地元五賀の大槻脩さんが提供

し管理の面でもお手伝いをしている。当日は天気もよ

く、先生の指導をうけて、裸足で一斉に田んぼに入り、

15センチほどに伸びたモチ米の苗を泥まみえになりな

がら、慣れない手つきで1本1本をていねいに植えま

した。昨年は1俵半とれ、今年は2俵を目ざしており

ます。秋には収穫したモチ米で収穫感謝祭が行なわれ

るとのことです。

　　　　　　　　　　蕊安

襲華蕪縢－
、，蝉灘繍螺

わだい
　　　　24チーム参加

　　　　　　O一春のソフトボール大会

　このほど行われた白石市ソフトボール協会主催の市

長杯争奪戦において佐藤安雄監督率いる亘理町チーム

が昨年に引き続き連続優勝を果しました。

　今大会には24チーム370人が参加。決勝戦では

強敵の本郷第1チームを9対4のスコアで栄冠を勝ち

とった。亘理町チームは、県大会にコマをすすめ、5

月22日行われた地元市営球場での一般男子ソフトボー

ル大会では矢本コスミックと対戦8対0と力が十分発

輝されず完敗した。

ポ

群
噺ぐ5

曇

　　　白石城（益岡城）姿図

　　　　　　　○一市中来公民館に設置

　このほど自石市中央公民館に白石城姿図が設置され

ました。本図の原図は臼石の人・小関雲洋（大正14年

74歳没）の作。雲洋は四条派の画人川村春洋の門弟で、
　　　　　　　あずま仙台藩4大家の1人東東洋の孫弟子に当たる。

　図は幕末期の光景を明治になってから作製したらし
　　　　　　　　　　　　　　やぐら　　　　おおやぐらく、城を東側から写したもの。左の3層の櫓は大櫓と

　　　　　　　　　　たつんいい・天守にあたる。右の櫓は巽櫓でこの2つを結ぶ

城壁は瓦葺き白壁で鉄砲狭間が多数見える。城内の3

棟の建物は藩主や領主使用の殿舎である。正面の門は

大手一の門といわれるもの。

　白石城の平面図は正保年代のもの、そのほか数種類
　　　　　　　　オカおづ保存されているが、城の姿図はあま『）なく貴重なもの

　　　である。

　　　　盛況だったキボコの大祭典

　　　　　　　　　　（⊃一こけしコンクール

’　第24回全日本こけしコンクー1レが、去る5月3日か

，　ら7日までの5日間、市民会館で行われ盛況だった。

　今回のコンクールにはあわせて1，212点が出品。81点

　が入賞。市内の主な入賞者は次のとおりです。〉通商

i　産業大臣賞＃新山左京（弥治郎）　〉農林水産大臣賞

　一猪狩勝彦（臼石沖）　〉中小企業庁長官賞一須貝武

i志（東小路）・相原英雄（新町）　〉郡馬県知事賞＝

i　斎藤勇吉（郡山）　〉日本商工会議所会頭賞一新山吉

：　太郎（弥治郎）など。関連記事市民登場10ページに掲

　載。
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δ

輩市

　　民場

近
代
こ
け
し
で

親
子
そ
ろ
っ
て
入
賞

丁
あ
ほ
ど
行
わ
れ
た
第
二
＋
四
回
全
日
本
’
」

万
し
コ
ン
7
ル
に
汽
て
そ
ろ
っ
て
上
位
入

皿
賞
し
た
加
賀
沼
さ
ん
親
子
“
（
福
岡
蔵
本
）
日
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
罵
・
騨
麟
、
覆
蟹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
、
認
疑

加
賀
沼
昌
行
さ
ん
（
四
十
七
歳
）

　
　
　
勝
子
さ
ん
（
四
十
四
歳
）

　
　
　
裕
子
さ
ん
（
二
十
一
歳
）

煮

贈
ぐ～ノ

鰍
，

雪

縁属

醗
・

、
ン
ド
f

、
榊

誕．

　
昌
行
さ
ん
は
こ
の
道
約
三
十
年
、
奥
さ
ん
の
勝
子
さ
ん

は
約
二
十
五
年
の
ベ
テ
ラ
ン
。
二
人
は
、
修
業
を
清
原
た

か
を
さ
ん
の
も
と
で
過
ご
し
ま
し
た
。
昌
行
さ
ん
は
木
地

玩
具
が
得
意
で
昭
和
四
十
九
年
か
ら
連
続
入
賞
し
今
回
は

農
林
水
産
大
臣
賞
に
輝
い
た
。
勝
子
さ
ん
は
絵
つ
け
筆
の

さ
え
が
抜
群
で
、
五
十
年
以
来
連
続
入
賞
し
今
回
は
林
野

庁
長
官
賞
を
受
賞
。
長
女
裕
子
さ
ん
は
東
京
の
デ
ザ
イ
ン

学
校
卒
業
後
、
今
回
初
め
て
出
点
し
、
宮
城
県
知
事
賞
を

獲
得
し
ま
し
た
。

　
親
子
そ
ろ
っ
て
上
位
入
賞
の
喜
び
を
父
の
昌
行
さ
ん
は

「
自
分
た
ち
は
と
も
か
く
と
し
て
娘
だ
け
に
は
何
か
賞
を

と
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
ほ
ん
と
う
に

う
れ
し
い
で
す
。
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
出
点
に
は
二
ヵ
月
を
要
し
、
こ
け
し
の
素
材
は
木
目
が

き
れ
い
な
材
質
と
し
て
ケ
ヤ
キ
、
山
桜
を
使
い
、
も
っ
ぱ

ら
ろ
く
ろ
を
挽
く
昌
行
さ
ん
は
「
語
り
告
が
れ
る
良
い
作

品
を
目
指
し
」
、
絵
つ
け
の
じ
ょ
う
ず
な
勝
子
さ
ん
は
「
伝

統
こ
け
し
の
よ
さ
、
筆
の
よ
さ
を
出
し
た
い
」
、
ス
ケ
ッ
チ

の
じ
ょ
う
ず
な
裕
子
さ
ん
は
「
近
代
こ
け
し
を
も
っ
と
手

が
け
る
だ
め
お
お
く
の
ス
ケ
ッ
チ
、
デ
ザ
イ
ン
を
続
け
た

い
」
と
そ
れ
ぞ
れ
抱
負
を
の
べ
ま
し
た
。

櫛砂ψr伽幽晒ゆΦ醐瞭9卿唖卿ゆゆゆφ一ゆ一一ゆゆゆゆゆφゆ一一ゆφ
　
新
幹
線
白
石
蔵
王
駅
前
の
斎
が

　
　
　
　
　
　
　
が
ん
か
り

川
に
か
か
る
橋
が
雁
狩
橋
で
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
　
　
　
　
　
　
が
ん
の
す

橋
は
別
に
が
ん
が
ら
橋
と
か
雁
巣

橋
と
も
い
わ
れ
る
。
昔
こ
の
辺
は

雁
な
ど
の
水
鳥
が
多
く
集
っ
た
場

　
　
か
ん
　
か
　
わ
ら

所
で
雁
川
原
と
い
っ
た
の
で
雁
川

原
橋
と
い
う
名
が
つ
い
た
ら
し
い
。

江
戸
時
代
の
絵
図
に
も
こ
の
橋
名

　
　
　
　
　
　
が
ん
の
す

が
あ
る
。
ま
た
雁
栖
（
巣
）
橋
の

マ
　
　
　
か
ら

栖
が
柄
と
似
て
い

る
た
め
雁
柄
橋
と

誤
記
し
、
カ
ん
カ

ら
と
呼
ぶ
よ
う
に

な
っ
た
と
い
う
説

も
あ
る
。
雁
狩
橋

の
名
の
通
り
橋
の

附
近
は
水
鳥
の
狩

場
だ
っ
た
。
新
駅

東
南
の
区
域
を
室

場
と
い
う
小
字
名

で
呼
ぶ
が
、
室
は

土
を
掘
っ
て
囲
っ

地名アレコレ

き
る
砂
地
の
こ
と
で
三
沢
か
ら
流

　
　
　
や
　
　
つ

れ
出
る
谷
津
川
が
こ
の
附
近
で
斎

が
川
に
合
流
す
る
と
こ
ろ
か
ら
つ

い
た
地
名
。
雁
狩
橋
の
西
側
の
地

域
無
双
作
は
南
北
に
分
れ
、
南
無

　
　
　
　
　
お
さ

双
作
は
自
石
沖
に
変
り
、
北
無
双

作
だ
け
残
っ
た
。
無
双
は
無
双
窓

と
か
無
双
羽
織
と
同
意
語
で
表
裏

同
じ
造
り
の
こ
と
で
、
無
双
作
は

　
　
　
　
　
　
豊
作
も
不
作
も
あ

⑭

た
生
簑
の
よ
う
な
■
お
と
り
場
の
こ

と
で
こ
こ
に
水
鳥
を
さ
そ
い
入
れ

て
捕
っ
た
所
な
の
で
室
場
と
い
っ

た
と
い
う
。
駅
舎
や
広
場
の
あ
る

　
　
　
ざ
く
ら
だ

区
域
は
櫻
田
と
い
う
が
、
よ
く
あ

る
名
で
花
の
櫻
と
は
関
係
な
い
。

さ
く
は
面
積
の
挾
い
と
こ
ろ
、
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
ざ

ま
り
斎
が
川
の
流
れ
に
沿
う
た
挾

間
の
田
な
の
で
櫻
田
と
呼
ん
だ
。

こ
の
南
の
川
崎
は
川
の
先
端
に
で

東北新幹線白石蔵王
駅周辺の地名

中
世
に
か
け
て
田
中
屋
敷
、

み
屋
敷
な
ど
の
古
い
豪
族
屋
敷
や

え
ん
ふ
く
　
　

あ
ほ
ば
ら

円
福
寺
（
阿
保
原
地
蔵
は
そ
の
一

部
）
等
の
大
寺
が
あ
っ
て
栄
え
た

　
　
　
　
　
　
　
　
あ
さ
ひ
ち
ょ
う

場
所
で
あ
る
。
今
回
旭
町
と
名
を

改
め
て
新
し
い
町
作
り
が
行
わ
れ

る
が
、
そ
の
名
の
通
り
旭
日
の
よ

う
に
発
展
し
て
欲
し
い
と
思
う
。

　
　
　
　
　
（
市
史
編
さ
ん
室
）

ま
り
関
係
な
い
。

い
つ
も
平
均
的
収

穫
の
あ
る
耕
作
地

に
つ
け
ら
れ
る
名
。

新
駅
の
あ
る
区
域

を
中
心
に
し
た
斎

が
川
の
両
岸
は
当

地
方
で
最
も
早
く

水
田
が
開
か
れ
た

　
　
　
　
　
　
や

地
域
の
一
つ
で
弥

生
文
化
の
遺
跡
が

多
く
、
古
代
か
ら

　
　
　
　
　
ね
ず
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イ
ド
ル

アの家　
　
　
昏
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Y

　
　
　
［
　
　
い

　
　
　
　
F
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■

　
　
　
男

　
　
　
、

　
　
　
、

　
　
　
、
　
、

がわ　　　市

歌

’集垂「

木村繁明ちゃん

功さん、英子さんの長男

ママからひとこと

ミ明るく力強い子に育ってほし

蕾民壇

〔
投
句
さ
れ
る
方
へ
〕

毎
月
十
五
日
ま
で
に
一
人
三
首
、

封
書
ま
た
は
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏

川
股
兵
三
選

冬
枯
れ
の
野
づ
ら
何
時
し
か
春
め
き
て
畦
に
野
芹
の

青
さ
増
し
た
り
　
　
　
　
　
　
　
古
城
愼
太
郎

久
々
に
帰
省
の
吾
子
を
橋
に
待
て
ば
川
面
を
染
め
し

紅
の
花
び
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
川
村
　
静
江

開
発
の
一
部
と
な
り
し
峡
小
田
に
今
年
限
り
の
カ
タ

カ
ゴ
の
花
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
干
代
子

快
よ
き
つ
か
れ
を
も
ち
て
帰
宅
す
る
墓
ま
い
り
す
ま

せ
し
老
の
安
ら
ぎ
　
　
　
　
　
　
　
山
崎
　
と
く

久
々
に
退
院
し
た
る
庭
先
の
老
梅
の
花
は
散
り
初
め

て
お
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
子
　
右
子

ほ
の
ぼ
の
と
湯
気
立
ち
こ
め
て
昧
噌
汁
に
ふ
き
の
と

う
の
香
た
だ
よ
ふ
朝
は
　
　
　
　
　
赤
柄
　
と
し

協
脅
ン

凱ひ
’
、
（　

蒲

　　　　礁

　　　　妻

　　　享

　融

難
　　　く

　
　
　
　
翼
饗

磨避

。
悔
繍

翁　
q

　
　
　
罐
．
至
　
顯
灘
原

、
驚
馨
譲
佐

　
　
　
　
　
　
』
滅
・
、

　
　
　
　
　
菱
｝
罫
婆
生

　
　
　
婁
　
　
～
懸
鐸
一

翻
欝

灘
難
　
．
㌧
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名
を
明
記
の
う
え
市
総
務
課
広
報

係
（
自
石
市
桜
小
路
三
五
）
へ
。

短
歌
・
俳
句
の
併
記
は
不
可
。

弱
ま
り
し
視
力
に
ま
ぶ
し
干
物
の
臼
さ
が
お
ど
る
五

月
の
空
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
　
ヒ
サ

箱
庭
の
枯
葉
を
と
れ
ば
山
草
の
小
さ
き
芽
吹
き
に
胸

の
と
き
め
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
阿
部
み
さ
子

病
む
父
の
よ
う
や
く
危
機
を
脱
し
き
て
安
堵
す
る
今

朝
の
か
く
も
す
が
し
き
，
　
　
　
佐
藤
　
歌
子

北
国
に
暮
ら
す
娘
思
い
厨
辺
に
小
鍋
洗
い
ば
水
の
温

み
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
草
野
　
美
沙

雪
柳
黄
の
水
仙
も
添
え
供
え
吾
子
の
栄
転
祖
に
語
り

告
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
　
　
、
濱

北
陸
路
古
都
の
旅
へ
と
待
ち
い
し
に
鉄
道
ス
ト
に
憤

り
覚
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲
斐
　
邦
男

花
便
り
聞
く
度
毎
に
胸
お
ど
る
重
き
ギ
ブ
ス
の
足
と

な
り
し
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
和
歌
子

街
角
に
手
話
講
座
の
ポ
ス
タ
ー
貼
り
て
ゆ
く
仲
間
と

歩
く
夕
暮
ど
き
を
　
　
　
　
　
　
村
上
　
要
二

車
窓
よ
り
初
め
て
望
む
富
士
山
の
臼
き
高
嶺
に
子
等

感
嘆
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
玉
手
　
聡
子

しのわた

勿暫曽勿卜個

璃
騰
騨
∵
謎
鰍
◇
v
、
鱗

　
　
　
　
　
『
　
『
ー
　
ミ
　
』
三
萎
　
…
曾
、

壇

鈴
木
貞
二
選

連
麹
の
一
枝
づ
つ
の
花
ざ
か
り

尚
武
な
き
世
な
れ
ど
兜
か
ざ
り
け
り

春
の
雨
ほ
こ
ろ
ぶ
ボ
ケ
の
赤
昧
く
る

袖
丈
が
す
こ
う
し
長
く
入
学
す

綿
飴
の
色
つ
い
て
を
り
春
ま
つ
り

末
席
に
抹
茶
を
ま
て
ば
花
冷
ゆ
る

夕
野
火
の
煙
子
の
後
追
っ
て
お
り

み
ち
の
く
の
桜
前
線
遅
れ
を
り

地
吹
雪
に
分
校
の
子
ら
た
だ
黙
し

山
冷
え
の
庭
に
下
り
ゆ
き
種
を
蒔
く

一
人
子
の
ト
ラ
ン
プ
が
す
き
春
休

君
子
蘭
を
咲
か
せ
て
遅
き
春
を
待
つ

減
田
に
青
く
の
び
た
る
野
芹
摘
む

春
雷
の
は
げ
し
き
音
に
朝
暗
し

お
水
屋
の
手
に
あ
た
た
か
く
春
の
水

大青佐鈴草日佐
庭木藤木野下藤

良良周民美佐善
子子子子沙七夫

鈴
木
と
み
じ

久
須
見
南
斗

佐近川太鈴高
藤内村田木子

歌キ静敏い右
子ヨ江子く子

※
六
月
例
会
は
六
月
二
十
七
日
⑲
十
二
時
半
よ
り

中
央
公
民
館
で
行
い
ま
す
、

■
ー
』
■
垂
　
『

ノ’
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ぐ幼稚園就園奨励費補助1
’．ノ

　市では、幼稚園教育の振興をは

．かるため市内の公立、私立の幼稚

園に就園する4歳児、5歳児の保

護者が負担する入園料、保育料に

ついて、その世帯の市民税の課税

状況に応じ保護者の負担を下記の

とおり軽減いたします。申請手続

については、後日在園する幼稚園

児を通じてお知らせいたします。

　くわしくは、教育委員会庶務課

（内線415）へお問い合せくださ

いo

※申請する場合、生活保護世帯で

あるときは社会福祉事務所長の証

明、その他の世帯は市民税の課税

（非課税）証明書（昭和57年度分）

か納税通知書の写しを添付してく

※保育料等の減免限度額（年額）ださい・

階’　層　　区　　分

1．生活保護世帯市民税非課税世帯

2．市民税所得割の非課税世帯

　市民税所得割の課税額が5，000円
3．

　以下の世帯

　市民税所得割の課税額が10，000円
4．

　　以下の世帯

　市民税所得割の課税額が100，000
5．

　円以下の世帯

公　　立

20，000円

　　　　　220，000円×一
　　　　　3

5，000円

私　　立

103，000円

80，000円．

’3

㊥窃麟囹
■白石総体陸上競技記録会

　　　参加者募集
　市陸上競技協会では今年度の陸

上競技記録会の出場者を一般の方

から募集いたしますのでふるって

ご参加ください。

〉期日　6月27日（日）午前9時

　（雨天のさいは7月4日（日〉）

1〉場所　白石高校第2グランド

〉受付〆切　6月15日（火）

　くわしいことは、白石市大畑1

－15太田理容内　白石陸協事務局

TEL．5－883・3
E 『一　一』一一 　 』丁 　

　Sm‘）kinl　Clean

烈灘？ヂー

ちょっとL、た心づかいも味のうち

■卓球大会参加者募集

　臼石市卓球協会主催の春季卓球

大会を次のとおり開催いたします

のでふるってご参加ください。

〉日時　6月13日（日）午前9時開始

〉会場　中央公民館大ホール

〉参加料　卓球協会登録者および

　中学生は無料その他1人500円

〉種目　①A一般男子、女子②B

　初級者男子、女子⇒個人、団体

　戦（4S　l　W）③中学生の部

》申込先　渋谷嘉弘（長袋鹿ノ下

　27）a5－4036、大野芳雄
　（本田丁60）智6－2978まで

　どうぞ。

レ申込〆切　6月10日

↓鵡翠㍉i樽売∫、社1

口文化財めぐり

　私たちの郷土には古くから数多

くの史跡や天然記念物、民俗文化

財などがあります。市教育委員会

では、郷土史の理解と身近な文化

財に親しんでいただくため文化財

めぐりを行います。

レ期日　6月27日（日）雨天決行

〉集合場所・時問　市役所前

　　　　　　午前8時10分集合

〉募集人員　30名（定員になりし

　だい締め切ります。）

〉参加費　1人1，200円（入館料、

　昼食代など）。

〉見学場所　山王遺跡、岩出山有

　備館、有壁本陣跡など古川方面。

＞講師　市文化財保護委員長

　　　　中橋彰吾さん

〉申込先　6月20日まで白石市教

　育委員会社会教育課（内線41

　1）へ申込みください。

■市図書館

　　手づくり絵本講習会

　市図書館では、手づくりで簡単

にできる絵本を作ってみませんか

と次のとおり手づくり絵本講習会

を開催いたしますのでふるってご

参加ください。

レ日程と概要

第1回　6月22日（火）

　絵本の作り方、シナリオなど。

第2回　7月6日（火）

　本の中身作り、製本。

第3回　7月9日（金）

　製本、完成。

※いずれも9時30分から12時まで

市図書館で行います。

＞講師　鈴木智恵子さん

〉受講料　材料費実費

〉申し込み　6月17日休〉まで市図

　書館智6－3004へ申し込み
　ください。

公民館だより　く中央公民館＞

　今月号より、中央公民館と各地

区公民館の行事をお知らせいたし

ます。

閣オリエンテーリンク大会
　オリエンテーリングとは、地図

とコンパスなどを手に山野のなか

に設定したいくつかの地点を発見、

昭和57年度白石市中央公民館各種講座一覧表

講座名

首
一書

画
湊彊

社交ダンス

史
究

土7
p
牙

菰
石

写　　真

芸陶

華　　道

婦人教養

ね　ら　い

書道に親しむ機会
の少い中で書の美
しさ大切さを理解
し、書道の基礎か
ら学ぶ。

油絵の基礎を学び

絵画の楽しさを知

る。

社交ダンスの基礎

を学び、あわせて

健康づくりに役だ
たせる。

片倉家にまっわる

歴史を学び私たち

の郷土を理解する。

家庭写真を楽しく

撮るための写真技

術の基礎を学習す
る。

基礎的な焼物の技

術を学び造形する

よろこびや楽しさ
を知る。

季節にあった花を

素材とし生け花の

技術を学び文化生

活の向上を図る。

軽スポーツ（バト
ミントン、ヨーガ’）

教養（医学、生きが
いについて）、趣味
（七宝焼、料理）、そ

れぞれの講座内容
となっております。

期間 講習日

　
日
3
0
3
0

週
曜
r
～
3

毎
水
田

月
　
　
月

ρ
U
　
　
　
3

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

第1弓
土曜日
RM1：30

　～
　3二30

毎週
日曜日

RM7：00

　～
　9：00

毎月

　1回

第1・3

土曜日
PM7：00

　～
　9＝00

第3

日曜日

困10：00

　～
剛3＝00

3
日
0
　
0

㍗
翌
創
～
Z

第
金
岨

毎週

水曜日

AM9：30

　～
11：30

対　象

一般市民

　20名

〃

一般市民

　30名

〃

〃

一般市民

　20名

ウ

婦　人

　30名

会場

中央公

民館

ク

〃

〃

〃

〃

〃

〃

会　費

月

1，500円

（紙代含

む）

月

1，000円

月

1，500円

月

　500円
（テキス

ト代含む）

月

　500円
（材料代

実費）

月

　500円
（材料代

実費）

月

1，000円

（材料代

実費）

月

　350円
（スポー

ツ傷害保

険料含
む）

※催しについて、くわしく知りたい方は、下記にお問い合せください。

○臼石市中央公民館　暦6－24「53または4－5377

通過し寸できるだけ短時間でゴー

ルするスポーツです。体力つくり、

知力向上を目的に行います。ふる

ってご参加ください。

＞期日　6月20日（日〉午前9時

レ集合場所　益岡公園

レ申込期日　6月15日まで中央公

　民館まで申込ください。

■親子体力つくり講習会
　近年自動車等の普及により、人

間の基本的な運動である「歩く」

ことすら不足しています。中央公

民館では、親子体力づくり講習会

を次により開催いたしますのでふ

るってご参加ください。

〉期日　6月26日（土）午後1時30分

＞場所　中央公民館

■白石地区球技大会
　健康まつりの白石地区予選を次

により開催いたします。

〉期日　6月27日（日）

〉種目並びに場所

　家庭バレーボール　中央公民館

　ソフトボール　白石第2小学校

く福岡公民館＞　智5－2249

■早苗振大会

　豊作祈願と地区民親睦を目的に

踊り、民謡、カラオケなどを行います。

多数の参加をお待ちしています。

レ期日　6月27日（日）午後1時

＞場所　福岡公民館

く小原公民館＞　智9－2031

■小原地区球技大会

　地区民の親睦をはかるため球技

大会を行います。家族そろってご

参加ください。

》期日　’6月20日（日）　8時30分

〉場所　小原小学校
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〒989層02容5－2”1（代表矛

6衛　　生）
　　ワイル病予防接種
　ワイル病は、致命率が高く、後

遺症もある恐ろしい病気です。レ

プトピラを含む「ネズミの尿」で

汚染された田や川・堀などで、作

業中に皮膚や粘膜等を通して感染

する伝染病です。市では、次のと

おり予防接種を行いますので、ぜ

ひ接種してください。

〉日時　7月16日〔金1、23日1金1

午後1時30分から2時まで

〉場所　臼石市健康センター

〉対象者　16歳以上の市民

〉料金　無料（全額市費負担）

〉申込み　6月1日から6月30日

　まで市健康センター内衛生課ま

　たは各出張所・分室へ申込みく

　ださい。間診書は、申込みの際

交付します。

〉その他　初めての方は、2回接

　種が必要です。

ッベルクリン反応検査とBCG接種
　小児結核は、B　C　Gをまだ接種

していない小児に多く、幼いお子

さんほど結核感染に対する抵抗力

が弱く重症になりやすいといわれ

ております。市では、次の日程で

ツ反応検査とB　C　G接種を行いま

すので、必ず受けてください。

※日程表

レ対象者　生後3ヵ月から4歳未

満で、まだ一度もB　C　G接種を

　受けていない乳幼児。

〉料金無料

〉その他　①母子手帳を持参して

　ください。②はしか等各種予防

　接種を1ヶ月以内に受けた方は

　受けられません。

地　　区

白　　川

福　　岡

大　　平

斎　　川

越　　河

大鷹沢
自　　石

小　　原

ツベ｝レクリン

注　　　射

7月12日

7月12日

7月13日

7月13日

7月13日

8月25日

8月25日

8月30日

ツ反測定と

BCG接種

7月14日

7月14日

7月15日

7月15日

7月15日

8月27日

8月27日

9月1日

間土
寸日

9：50～10：10

2：00～　2：3Q

10：10～10：30

10140～11：00

11：10～11：40

10：00～10二20

1：00～　1：30

9：30～　9：40

会　　場

自　川　中

福岡　中

大平小
斎　川　小

越河小
大鷹沢小

健康センター

小原小
15

1国民年金
年金受給者が死亡したと

きはすみやかに届出を

　国民苧含の老齢年 詮、通算老齢

年詮を受けている方が亡（な’、た

ときは、死亡した日から14日以

内に「国民年金老齢、通算老齢年

金受給者死亡届」に、国民年金証

書を添えて国民年金の窓口に提出

してください。

　年金は死亡した月の分まで受け

られますが、死亡届を遅れて提出

されますと、死亡した月以降の年

金が送金されてしまい、この年金

を受けた場合は返納金として返し

ていただくことになります。

　死亡した月以降の年金を一度受

取ると、金額によっては返納する

ことが大変になりますし、その手

続きもめんどうになります。

　また、年金を受けないで死亡さ

れた場合は、死亡届と同時に「国

民年金未支給老齢・通算老齢年金

支給請求書」を提出して、遺族の

方が未支給年金として受けること

になります。

　なお、死亡の届け出をする方は、

戸籍法に定められている、死亡し

た方と同居していた親族やその他

の同居者などです。

　　年金手帳は大切に

　国民年金に加入したときに、加

入者のしるしとして年金手帳が交

付されます。

　この年金手帳には、加入した方

の被保険者記号番号、住所、氏名、

国民年金に加入した日や、やめた

日などが記載されておりますので、

将来、年金を受けようとするとき

や、加入して1、・る間に行う届け出

のときにも必要なものですから、

大切に保管してください。くわし

いことは、市民課国民年金係へお

問い合わせください。

5　　　　　　　　　　　　　　　　冑

君商業統計調査1
旨　　　　　　　　　　　　　　　　婦

隠　昭和57年6月1日現在で商業開
諺　　　　　　　　　　　　　　　爵
目統計調査が実施されます。この爲

璋調査は、全国の卸売業、小売業昌
鵠　　　　　　　　　　　　　　　口
目及び飲食店を営んでいるすべて鳳

爾の商店を対象とする調査で、昭昌
営　　　　　　　　　　　　　　　幽
昌和27年に第1回調査が実施されロ

鶴て以来、今回は第15回目の調査目
紹　　　　　　　　　　　　　　　昌
認にあたります。　　　　　　　営

目　この調査は、我が国の商店の昌
目　　　　　　　　　　　　　　昌
目販売活動の実態や分布状況など目

目を明らかにすることを目的とし昌
目　　　　　　　　　　　　　　　昌
倒た「商業の国勢調査」ともいう昌

鰐べき重要なものです。調査にあ口
目　　　　　　　　　　　　　　目
越たりましては、調査員がみなさ昌

目ま方の店舗に調査をお願いにま昌
目　　　　　　　　　　　　　　昌
菖いりますのでご協力をお願いいロ

認たします。　　　　　　　　口
自　　　　　　　　　　　　　　昌
廊邸8蓼83竃3竃置竃3939耳竃2ε；838コ竃30

　1身体障害者に対する日本

国有鉄道等の旅客運賃の割

引について」の一部改正
　昭和57年4月20日付で身体障害

者旅客運賃割引規則が改正され、

同日以降は、身体障害者旅客運賃

割引証を廃止し、身体障害者手帳

の呈示のみにより旅客運賃割引の

取り扱いが受けられるようになり

ましたのでお知らせいたします。

検察審査員・補充員選定

　去る4月30日、仙台検察審査

会においては、本年度第2群の検

察審査員・補充員の選定を行いま

した。その結果、次の方が選定さ

れ、5月1日から向う6ヵ月間検

察官のなした不起訴処分の当否に

ついての審査などに当ることにな

りました。

〉検察審査員　小室元一さん

！
1　今月の納税は
曇
1市・県民税第一期です
1納期内に納めましょう。

し。＿＿＿＿9．＿＿…。．＿ひ．＿＿」

老入医療受給者証の更新

　みなさんが使用している老人医

療費受給者証の有効期限は、昭和

57年6月30日までとなっています

ので更新手続をしてください。

　現在使用中の受給者証は7月1

日以降は使用できませんので必ず

更新してください。

　また重度心身障害医療費受給者

※日程表
福岡地区の滝上、 滝下、尾べら地区は6月26日午前中

証の更新も併せて実施いたします。

レ手続に必要なもの

　O印鑑

　○現在使用中の老人医療費受給

　　者証（青色）。

　○健康保険証（国民健康保険証

　　もしくは社会保険証）。

〉手続の日程（各会場午前9時～

　12時・午後1時～4時）。

　　　　　　市役所第2会議室。

地区名

越河

斎　川

大平

大呼沢

白　石

福岡

臼　石

福岡

白　川

小原

※ 越II

B　　時

6月22日午前

6月22日午後

6月23日午前

6月23日午後

6月24日午前

6月24日午後

6月25日午前

6月25日午後

6月26日午前

6月28日午前

6月28日午後

6月29日午前

6月29日午後

6月30日午前

6月30日午後

場 所

越河公民館

斎川公民館

大平公民館

大鷹沢公民館

市役所第2
会議室（2階）

〃

〃

〃

〃

〃

〃

福岡公民館

〃

白川公民館

小原公民館

備 考

南町、田町、本町、亘理町

西益岡、中益岡、東益岡、短

ケ町

本郷第一、本郷第二、本郷第

三、本郷第四

鷹単、上郡山、郡山、柳町

滝上、滝下、尾べら

長町、清水小路、寿町

小下倉、新町、中町

下
緻

原
汰

上
沢

、
芹

根
、

山
宮

、
八

沖
、

、
先

下
鎌
郎

ノ
、
治

山
原
弥

西区上、西区下、南区、北区、

東区、三住、蔵王、不忘、川

原子

斎川、大平、大鷹沢 白川、福岡、小原地区の方で、当日都

合で更新できなかった場合は各出張所（分室）にて更新手続きを受け

て下さい。
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滋泌灘鰹

　野点と古典の集い「城の会」

　晴天になった5目16日益岡公園
で日本の伝統芸能である茶道、琴、

謡曲、尺八、平家琵琶などの各流

派が集まり、訪れた市民に情緒豊

かな芸を披露しました。

　新緑の中で、城跡に溶け二んだ

野だてが繰り広げられ最高潮。

耀　　　・　　　　　　　　　　　　駕
　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　ニ　　　　　　　　　　　5
　　　　　’鞠　　　　　　　　　　　〆　　　　　　　　　　’f

ヌ
　　略　｝忌’～

　　　交通安全教室
　白石第2小学校で1年生、2年
生を対象にした交通安全教室をこ

のほど行いました。信号機を設置

した校庭にはラインで横断歩道が

作られ、正しい横断の仕方などを

勉強しました。児童たちは、手を

上げて交差点の横断に取り組みし

んけんそのものでした。

　　　　　　§翫護簸欝讐鱒

　　　　　　　　　　　　邸鰯、轡

▲去る5月3日沢端川で行われた
鯉の放流
▼5月16日から沢端川に回り出し
な水車

休日急患当番医
月　日

6／6

13

Oウ
一

27

内 斗不

亘理医院（518501

大沼医院〔5）2502

広瀬医院（510238

三浦クリニック15）6854

トタ 斗禾

堤医院（5）1181

刈田病院（5）2145

朝倉病院（512101

刈田病院（5）2145

※都合により変更になる場合もあります。

目† 談
相談区分

入権擁護

相　　談

fテj攻右目言炎

生活相談

高齢者
職業紹介

社会保険

相　　談

税務相談

消費生活

相　　談

器
回
ス

　
　
ビ

聴
　
　
一

補
巡
サ

婦人相談

無料法律
相　　談

相談日

15

15

15

6・25

4・18

17

15

　　15

毎週月・火・

　水・木・金

リオン10・24

トリオ　8

ニホン　18

15

15

間出
ザ

10：00～

　15：00

10：00～

　15：00

10：00～

　15：00

10：00～

　12：00

10：00～

　14：00

9二30～

　15：00

10：00～

　16：00

10：00～

　15100

13：00～

　14：00
11：00～
　12：00

10：QO～

　12：00

！0100～

　15100

10：00～

　15：00

場　　所

白石市役所

2階相談室

全 上

全 上

健康センター

2階相談室
健康センター

2階相談室

自石市役所

3階相談室

白石市役所
1　　　階
市民相談室

自石市役所

1階消費
生活相談室

福祉事務所

市民会館

自石市役所

自石市役所

内 容

結婚、離婚、遺産相

続、借地借家、雇傭、

差別待遇問題等

国や県、市など役所
の行う仕事にっいて

困っていることや希
望等

市民の日常の生活上

の困りごと

60歳以上の方の職業

斡旋

健康保険、船員保険、

厚生年金など

税金などに関するこ

と

買物苦情、消費生活

一般

補聴品の修理、・調整

など

家庭内の人間関係や

異性との問題等で悩

んでいる女性の方

法律についての困り

ごと

県ド済lrh川・llづlj・交il蜀厳防IIコン7・ 一1しは61』

l　Hかレノ副13iHまr、》㌧期間ぺ施いた1一ます
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